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1.システム設定 

本マニュアルは ZettaSuite の基本設定となる System Settings の機能について説明いたします。 

 

1-1.Administration 機能 

1-1-1.パスワードの設定 

[System Settings] → [Administration] → [GUI access]を選択します。 

 

下の画面が表示されましたら、"GUI authentication"欄にある "Password"を入力し、確認の為に同じパスワードを"Password 

confirmation"欄に入力します。 

 

パスワードに下記を含めることはできません。 

特殊文字 ' " ` ^ & $ # ~ [ ] \ / | * および スペース 

 

設定された場合は、"Apply"ボタンをクリックします。 

※ 設定されたパスワードは忘れないでください。 

 

 

1-1-2.ブラウザアクセスポートと許可 IP の設定 

[System Settings] → [Administration] → [GUI access]を選択します。 

 

Web ブラウザによるアクセスポート（デフォルトは 443)の変更並びにアクセスできる IP アドレスの設定を行うことが可能です。

アクセスポートの変更は[HTTPS port]欄に記入してください。 

WebGUI にアクセスする PC を設定されたい場合は、[Allowed network addresses]に PCの IP アドレスを入力（複数の IP アド

レスを設定する場合は、";"セミコロンで IP アドレスをつなげてください。）し、設定後に[Apply]ボタンをクリックします。 

※ [Allowed network addresses]欄が空白の場合は接続する PCに制限はございません。 

※原則 変更しないでください。 

 

1-1-3.HTTPS Certificate 

[System Settings] → [Administration] → [HTTPS Certificate]を選択します。 

 

Open-E Jovian の証明書の変更が可能です。 

Custom certificate から、Private key、Certificate を選択し Apply することで、別の証明書に変更することができます。 

※原則 変更しないでください。  
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1-1-4.REST API Access 

[System Settings] → [Administration] → [Rest API Access]を選択します。 

 

この機能を使用すると、Representational State Transfer（REST）を使用してシステムをリモートで管理できます。認証には

HTTP 基本認証（BA）が使用されます。 

 

設定オプション 

Port Port 番号。デフォルト 82 です。すでに使用されているポートを入力することはできません。 

 
Username 認証ユーザ名。デフォルトは「admin」です。 

 
Password 認証に使用されるパスワードです。 

 

Password confirmation 新しいパスワードを再入力してください。 

 

パスワードには以下を含めることはできません。 

'"` ^＆$＃[] \ / | *などの特殊文字 および スペース 

 

※REST API Access による情報取得、設定に関してのサポート情報に関しては、弊社にお問合せください。 

 

 

 

1-1-5.Console Access 

[System Settings] → [Administration] → [Console access]を選択します。 

 

テキストコンソールを使用可能にするかどうかを設定できます。 

 

Unlocked   テキストコンソール使用可です。 

 

Locked   テキストコンソール使用不可です。 

 

Secured by password  テキストコンソール使用可ですが、パスワードが要求されます。 

※原則 変更しないでください。 
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1-1-6.SNMP Settings 

[System Settings] → [Administration] → [SNMP Settings]を選択します。 

 

バージョン 2 または 3 で SNMP プロトコルを介したアクセスを設定できます。 

SNMPv2 

 

SNMPv3 

 

 

SNMP を有効にすると、情報（CPU 使用率、システム負荷、メモリ情報、イーサネットトラフィック、実行中のプロセス）を受け取

ることができます。 

 

場所(Location)と連絡先(Contact)は、情報提供のみを目的としており、SNMP クライアントから接続すると、場所と名前が表示

されます。 

 

SNMP バージョン 3 には、暗号化機能と、ユーザ名(Username)とパスワード(Password)による認証があります。 

 

SNMP バージョン 2 には暗号化はなく、認証はコミュニティストリング(Community)を介してのみ行われます。 

 

設定するコミュニティストリング(Community)には最大 20 文字を含めることができますが、パスワードには少なくとも 8 文字が

必要です。 

 

※SNMP による情報取得に関してのサポート情報に関しては、弊社にお問合せください。 

※原則 変更しないでください。 
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1-1-7.Remote console access  

[System Settings] → [Administration] → [Remote console access]を選択します。 

 

この機能を使用すると、SSH プロトコル（seure shell）を介してリモートでコンソールツールを管理できます。 

リモートコンソールアクセスで利用するユーザ名は 「admin」です。 

 

Allowd network address ここでは、サーバーへのリモートアクセスを許可するネットワークアドレスを割り当てること

ができます。空白のままにすると、フィールドは制限なしを示します。 

 

Console port セキュリティ上の理由から、デフォルトのポートは 22222 です。これは、ポートスキャナー

には大きな番号のポートが見えないためです。設定を変更できるのは、1024-65535 の範

囲内のポートです。すでに使用されているポートを指定することはできません。 

 

Password パスワードの長さは最低 5 文字です。強力なパスワードを使用してください。 

 

Confirm Password 新しいパスワードを再入力してください。 

 

パスワードには以下を含めることはできません。 

'"` ^＆$＃[] \ / | *などの特殊文字 および スペース 

 

Linux / MacOSX からサーバーに接続するには、次を使用します。 

 

 ssh -2 -p 22222 -l admin ip_address 

  

 オプション ： -2 は、接続に使用される SSH プロトコルバージョンを示します。 

  

 オプション ： -p はリモートアクセスポートを示します 

  

 オプション ： -l はユーザを示します（ユーザは管理者である必要があります）。 

  

 オプション ： address_ip は、接続するサーバーのアドレスを示します 

  

サーバーで入力したリモートアクセスパスワードの入力を求められます。 

 

Microsoft Windows から接続するには、Putty などの SSH クライアントソフトを使用します。 

※原則 変更しないでください。 
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1-1-8.CLI Access 

[System Settings] → [Administration] → [CLI Access]を選択します。 

 

SSH（secure shell）プロトコルを使用してシステムをリモートで管理できます。 

 

CLI アクセスで利用されるユーザ名は「cli」です。 

 

 

Allow IP サーバー構成へのアクセスを許可される IP アドレス（セミコロンで区切られた）を割り当てることがで

きます。空のフィールドは制限がないことを意味します。 

 

port 大きいポート番号はポートスキャナーには見えないため、セキュリティ上の理由からデフォルトポート

は 22223 です。既に使用されているポートを除き、1024-65535 の範囲内の任意のポートに変更でき

ます。 

 

Password パスワードの最小長は 5 文字です。強力なパスワードを使用してください。 

 

Confirm password パスワードを再入力してください。 

 

パスワードには以下を含めることはできません。 

'"` ^＆$＃[] \ / | *などの特殊文字 および スペース 

 

SSH コマンドの構文例： 

ssh -2 -p 22223 -l cli ip_address command 

 

 オプション ： -2 は、接続に使用される ssh プロトコルのバージョンを設定します。 

 

 オプション ： -p は接続ポートを設定します。 

 

 オプション ： -l はユーザを設定します（ユーザは cli でなければなりません）。 

 

 オプション ： ip_address は、接続したいサーバーのアドレスを設定します。 

 

 オプション ： command;help コマンドを使用すると使用可能なすべてのコマンドを表示します。 

 

CLI access では、入力したパスワードの入力を求められます。 

[Generate and download]をクリックして生成されたキーを使用するか、または、[download]をクリックして以前に生成されたキ

ーをダウンロードすることにより、パスワードなしで認証することも可能です。 

GNU/ Linux では、キーファイルは所有者だけが Read できるように(400）とします。 

※原則 変更しないでください。 
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キーを使用した SSH コマンドの構文例： 

ssh -i path_to_the_downloaded_key -2 -p 22223 -l cli ip_address command 

 

オプション ： -i は、ダウンロードしたキーファイルへのパスを設定します。 

 

オプション ： -2 は、接続に使用される SSH プロトコルのバージョンを設定します。 

 

オプション ： -p は接続ポートを設定します（デフォルト：22223）。 

 

オプション ： -l はユーザーを設定します（ユーザーは cli でなければなりません）。 

 

オプション ： ip_address は、接続するストレージサーバーの IP アドレスを設定します。 

 

オプション ： command; 利用可能な command は「help」を使用して表示します。 

 

NOTE ：  生成およびダウンロードボタンを押すたびに、新しいキーが生成され、 

古いキーの有効期限が切れます。 

 

※CLI による情報取得/設定に関してのサポート情報に関しては、弊社にお問合せください。 

 

1-1-9.E-mail notifications 

[System Settings] → [Administration] → [E-mail notifications]を選択します。 

 

重大なイベント、重大なエラー、警告などが発生した場合に管理者に電子メール通知を送信できます。この機能を使用するに

は、以下を設定する必要があります。 
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SMTP e-mail account 通知の送信元の電子メールアドレスです。 

 

Use authentication メール通知で Account name と Password を利用する際は、チェックします。 

 

SMTP Server label-smtp-server2 SMTP サーバー名です。 

 

SMTP Port SMTP サーバーのポート番号。デフォルトの番号ポートは 25 です。暗号化された接続で

は、インターネットサービスプロバイダーによっては、25 ではなくポート 587 を使用するこ

とに注意してください。 

 

Encryption 電子メール通知を暗号化する場合は、オンにします。電子メール通知は TLS プロトコル

で暗号化されます。 

 

Recipient e-mail 通知の送信先となる管理者の電子メールアドレスです。 

     Use SMTP e-mail account address 送信元と同じアカウントが用いられます。 

     Use alternative e-mail address 送信元と異なる場合に入力します（※入力可能数、並列表記例）。 

     Label-notification-types    送信するエラーレベルを選択できます。 

 

テストメッセージを送信する場合は、[Send test message]を押下します。 

 

Notification type  送信したい 通知のレベル（エラー、警告、情報）を選択します。 

   この項目は SU と呼ばれるパッチを適用した場合のみ表示されます。 

1-1-10.Remote Log Server 

[System Settings] → [Administration] → [Remote Log Server]を選択します。 
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リモートログサーバーへログイベントを送信するために使用されます。syslog-ng ソフトウェアがインストールされた Linux ベー

スのオペレーティングシステムがリモート側で必要です。 

 

IP address リモートログサーバーの IP アドレス 

 

Set Port ポート番号 

 

通信に使用されるプロトコルはデフォルトで TCP に設定されていますが、UDP を使用することもできます。 

定義されたプロトコルを使用してリモートサーバーと通信することを許可するルールを、リモート側のファイアウォールに追加

する必要があるので注意してください。 

※原則 変更しないでください。 
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1-1-11.Critical system errors response policy 

[System Settings] → [Administration] → [Critical system errors response policy]を選択します。 

 

Reboot Procedure (再起動手順) 

重大なエラーが検出された場合、システムの再起動が必要になる場合があります。 

そのような各エラーの処理方法を以下に指定してください。 

 

Immediate (即時) エラーが発生するとすぐにシステムがマシンを再起動します（イベントビューアーにイベントが記録さ

れません）。 

 

Automatic(自動) エラーが表示されてから 30 秒後にシステムが再起動します。 

 

Manual(手動) システムは手動の再起動を要求します。 

 

※これらの設定は、単一ノード構成または他のノードが使用できないクラスター構成にのみ適用されることに注意してくださ

い。両方のノードが使用可能なクラスター構成の場合、すべての場合にポリシーが即時再起動に設定されます。 

 

ZFS pool I/O suspend (ZFS プール I/O サスペンド) 

プールで修正不能な I/O エラーが発生し、I/O が中断されています。 

 

Kernel oops or bug (カーネル oops またはバグ) 

Oops は、Linux カーネルがエラーログを生成する、正常な動作からの逸脱状態です。 

 

Out-of-memory (メモリ不足エラー) 

メモリ不足（OOM）は、プログラムまたはオペレーティングシステムが使用するための追加メモリを割り当てることができないシ

ステムの状態です。 

※原則 変更しないでください。 
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1-2.Network 機能 

1-2-1.Interfaces 

[System Settings] → [Network]→ [Interfaces] を選択します。 

 

利用可能なすべてのネットワークインターフェイス（ボンドを含む）に関する情報を表示できます。 

この表では、ネットワークインターフェース名、IP アドレス、DHCP 情報、インターフェースベンダー、ネゴシエート速度、ケーブ

ルステータス、およびインターフェースステータスを表示できます。 

 

 

[＋]を展開すると、Netmask、MAC アドレス、Broadcast、Duplex、Gateway、Max speed が表示されます。 

 

[+Add VLAN] VLAN の追加 

Parent interface、VLAN ID を設定します。 

DHCP / Static の設定、IP、Netmask、 Broadcast、Gateway を設定します。 

 

※Failover 用の VirtualIP は別で設定してあります。 
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[+Create bond interface] bonding の追加 

Available interface (bonding の追加) 

使用するインターフェースの Select チェックボックスをチェックします。 

 

Bonding options (bonding の追加) 

ボンディングのタイプ、プライマリ・インターフェース、プライマリ・セレクトポリシー、MAC アドレスの設定を選択します。 
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Type(ボンディングタイプ)、以下からモードを選択します。 

mode name 説明 スイッチ設定 

Balance-alb IPV4 トラフィックのための balance-tlb + 受信負荷分散 (rlb) を含み、特別なネ

ットワークスイッチのサポートを必要としません。受信負荷分散は ARP ネゴシエ

ーションによって達成されます。 

※HA 構成で利用することは推奨されません。 

無 

Balance-tlb 特別なスイッチのサポートを必要としないチャネル・ボンディング。発信トラフィッ

クは、各スレーブの現在の負荷（速度に対する相対的な計算）に応じて分配され

ます。受信トラフィックは現在のスレーブで受信されます。受信スレーブが故障し

た場合、別のスレーブが故障した受信スレーブの MAC アドレスを引き継ぎま

す。このモードはフォールトトレランスとロードバランシングを提供します。 

※balance-tlb は up29 でサポートされません。 

無 

Active-backup ボンド内の 1 つのスレーブのみがアクティブです。アクティブなボンドスレーブイ

ンターフェースが故障した場合にのみ、別のボンドスレーブインターフェースが使

用されます。このモードはフォールト トレランスを提供します。 

無 

802.3ad IEEE 802.3ad ダイナミックリンクアグリゲーションは、同じ速度とデュプレックス設

定を共有するアグリゲーショングループを作成します。802.3ad 仕様に従って、ア

クティブなアグリゲータ内のすべてのスレーブを利用します。IEEE 802.3ad ダイ

ナミックリンクアグリゲーションをサポートするスイッチが必要です。 

LACP 

Balance-rr 送信は、各ボンドスレーブインターフェースで順次受信され、送信されます。この

モードは、フォールトトレランスとロードバランシングを提供します。 

Static 

Balance-xor 送信は以下の式に基づいて行われます。(送信元 MAC アドレスと送信先 MAC

アドレスの XOR'd) modulo (スレーブ数) ]に基づいて送信します。これにより、各

宛先 MAC アドレスに対して同じスレーブが選択されます。このモードはフォール

トトレランスとロードバランシングを提供します。 

Static 

Broadcast すべてのスレーブインターフェイス上ですべてを送信します。このモードはフォー

ルトトレランスを提供します。 

Static 

 

Primary interface(プライマリ・インターフェース) 

どのスレーブがプライマリデバイスであるかを指定する文字列（eth0、eth2 など）。指定されたデバイスは、使用可能な間は常

にアクティブスレーブになります。 

プライマリがオフラインの場合のみ、代替デバイスが使用されます。 

これは、あるスレーブが別のスレーブよりも優先される場合、たとえば、あるスレーブのスループットが他のスレーブよりも高い

場合に役立ちます。 

基本オプションは、アクティブバックアップモードでのみ有効です。 

 

Primery reselect policy (プライマリ・リセレクト・ポリシー) 

プライマリスレーブの再選択ポリシーを指定します。 

これは、アクティブスレーブの障害またはプライマリスレーブの回復が発生したときに、どのようにプライマリスレーブが選択さ

れて、アクティブスレーブになるかに影響します。 

このオプションは、プライマリスレーブと他のスレーブ間のフリップフロップを防止するように設計されています。 

設定可能な値は次のとおりです。 

 

Always  プライマリスレーブは、起動するとアクティブスレーブになります。 

 

Better  プライマリスレーブの速度とデュプレックスが現在のアクティブスレーブの速度とデュプレッ

クスよりも優  れている場合、プライマリスレーブが起動すると、アクティブスレーブ

になります。 

 

failure (default) 現在のアクティブスレーブに障害が発生し、プライマリスレーブが起動している場合にのみ、プライマ

リ  スレーブがアクティブスレーブになります。 
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MAC アドレス 

ここでは、ボンドインターフェースの MAC アドレスを設定できます。カスタム MAC を構成したり、結合用に選択したインターフ

ェースの 1 つから複製したり、ランダムな MAC アドレスを生成したりできます。 

※1 つのボンドチームで異なるメーカーのカードまたは異なるチップセットに基づくカードを使用すると、パフォーマンスが低

下、動作が不安定になる場合があります。 

 

 [Options] 

ドロップダウンメニューを使用して、以下の操作が可能です。 

 

Activate アクティブ化します。 

Deactivate 非アクティブ化します。 

Edit 設定されている値の編集ができます。 (インターフェース、ボンディング、VLAN に対して行えます。） 

Add VLAN VLAN の追加ができます。 

Delete bonding ボンディングを解除します。 

編集（Interface） 

MAC アドレスが表示され、DHCP / Static の設定、IP アドレス、Netmask、Broadcasｔ、Gateway の設定ができます。 

 

編集（VLAN） 

MAC アドレス、VLAN ID が表示され、DHCP / Static の設定、IP アドレス、Netmask、Broadcasｔ、Gateway の設定ができま

す。 
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編集(Bonding) 

Type、Primary interface、Primary reselect policy が表示されます。 

MAC アドレスの変更(Generate MAC)、DHCP / Static の設定、IP アドレス、Netmask、Broadcasｔ、Gateway の設定ができま

す。 

 

  



 

15 

1-2-2.Static routing manager 

[System Settings] → [Network]→ [Static routing manager] を選択します。 

 

up29 以降ではこの機能を使用することにより、ルーティングテーブルへのスタティックルートを手動で入力および削除できま

す。機能を使用すると、サブネットワークまたは特定のホストへのルートを設定できます。ルーティングテーブル内のエントリの

順序は重要です。 

 

※クラスターの一部であるインターフェースの静的ルートを構成することはできません。 

 

 
 

[+Add Static routing]で追加することができます。 

ネットワーク/Host IP ネットワークやホストの IP を設定します。 

Netmask、Gateway、Interface(例:eth0)を設定します。 

 

 

1-2-3.Default gateway 

[System Settings] → [Network]→ [Default gateway] を選択します。 

 

ここでは、デフォルトゲートウェイが設定されているかどうか、およびどのインターフェースに設定されているか、およびこのイ

ンターフェースに静的または動的（DHCP）IP アドレスが設定されているかどうかを確認できます。 

 

下記のようなインターフェースが空欄表示の場合、設定されておりません。 
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[Change]ボタンを押下すると下記のインターフェース選択が表示されますので、適切なものを選択します。 

 

 

 

Default gateway が設定されると下記ようにインターフェースが明記されます。 
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1-2-4.Settigns  

[System Settings] → [Network]→ [Settings]を選択します。 

 

Server Name ここでは、サーバーの簡単な説明を入力できます。 
 

Server description： サーバー名がネットワーク内で一意であることを確認してください。 

新しいサーバーを明確に識別するサーバー名を選択します。 

 

使用不可の文字  ~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`_ 

サーバー名は数字のみで構成することはできません。 

一部のシステムではコメントが表示されません。 

 

Hostname ホスト名は、このマシンを識別するために使用される名前の 1 つです。主に内部プロセスに使用され

ます。 

ホスト名は小文字で始める必要があります。その他の文字は、小文字、数字、マイナス記号、ドットで

構成されます。 

 

※フェイルオーバーサービスの実行中にホスト名を変更することはできません。 

※ホスト名を変更するには再起動が必要です。 

 

DNS Settings この機能を使用すると、DNS アドレスを入力できます。アドレスを区切るにはセミコロンを使用してくだ

さい。 
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1-2-5.Virtual IP (Storage メニュー設定) 

Virtual IP を追加してサービス用の IP を提供することができます。 

設定は以下のメニューにて行います。[Storage] → 対象 Pool → [Virtual IPs] → +Add Virtual IP ボタンを選択します。 

 
※Virtual IP を設定する前にストレージプールを構成する必要があります。 

※Virtual IP を HA 構成のノード間で移動させるためには、Virtual IP を設定する前に HA を構成する必要があります。 

 

 

 

 

Virtual IP address  サービスが付与されるアドレスです。 

 

Name  Virtual IP で使用される名前です。 

 

Netmask   Virtual IP アドレスに割り当てられたサブネットマスクです。 

 

Network interface  Virtual IP によってローカル サーバーで使用されるネットワーク インターフェイスです。 
 

Remote network interface Virtual IP がリモート サーバーで使用するリモート ネットワーク インターフェイスです。 

 

すべての設定が完了したら、[Apply] を押して仮想 IP を追加します。 
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[Options]のメニュー 

 

 

 

[Edit] Virtual IP の設定を変更することができます。 

設定内容は、Add Virtual IP と同じ項目が表示されます。 

 

 

[Deactivate] 

Virtual IP の利用を停止する場合に使用します。Deactivate を選択して、Confirmation に対して Yes を選択すると、ステータス

が Active から Inactive に変わります。 

 ⇒   

 

[Activate] 

Virtual IP の利用を再開する場合に使用します。 

ステータスが Inactive から Active に変わります。 

 

[Delete] 

Virtual IP を削除する場合に使用します。Delete を選択して、ダイアログボックスに delete を入力すると、Virtual IP は削除さ

れます。 
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1-2-6.Virtual IPs routing(Storage メニュー設定) 

up29 以降では、この機能を使用することにより、Virtual IP のルーティングテーブルへのスタティックルートを手動で入力およ

び削除できます。機能を使用すると、サブネットワークまたは特定のホストへのルートを設定できます。ルーティングテーブル

内のエントリの順序は重要です。 

 

[Storage] → 対象 Pool → [Virtual IPs routing] → +Add static routing を選択します。 

 

 

ネットワーク/Host IP ネットワークやホストの IP を設定します。 

Netmask、Gateway、Virtual IPname 設定します。 

 

Static routing は、[Delete]を選択すると削除できます。 
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1-3.MPIO 機能 

※ZettaSuite で MPIO 構成するには MPIO に対応した専用ファームウェアの SAS-HBA が必要です。SAS-HBA ファームウェ

アに関しては、弊社サポートへお問合せ下さい。 

 

1-3-1.Global Settings 

[System Settings] → [MPIO]→ [Global Settings]を選択します。 

 

マルチパスに用いられるパスの動作の設定変更が可能です。 

以下、設定の変更の機能を有しておりますが、以下のマルチパスオプションの設定に関しては、弊社サポートの指示のもと実

施してください。 

 

Path grouping policy(パスグループポリシー) 

このオプションを理解するには、マルチパスによるパスの編成方法を説明する必要があります。複数のパスを使用してディス

クを接続し、マルチパスデバイスを作成すると、それらのパスをパスのグループにまとめることができます。すべてのパスを持

つ 1 つのグループである場合もありますが、常にそうとは限りません。マルチパスでは、いくつかの方法でパスをグループ化

し、それらを使用してデータを転送できます。特定の時点で、優先順位に従って選択された 1 つのパスグループを介してデー

タが転送されます。選択されたパスグループ内では、デフォルトではラウンドロビン方式でデータが転送され、スループットが

向上します。マルチパスには、パスのグループを作成するために使用されるいくつかのポリシーがあります。 

 

Multibus（デフォルト） このポリシーでは、使用可能なすべてのパスを使用して 1 つのパスグループのみが作成されます。 

 

Failover すべてのパスは個別のグループに入れられます。 

 

Group by node name ターゲットノード名ごとに 1 つのグループが作成されます。 

 

Group by priority value 同じ優先度のパスが同じグループに追加されます。各グループには同じ優先度のパスがあります。 

 

Group by serial number 同じシリアル番号を持つパスは 1 つのグループに入れられます。パスは、ディスクの接続に使用され

る一部のコントローラーまたは他のデバイスによって変更または報告されるため、異なるシリアル番

号を持つことができると想定しています。これらのデバイスは、実際には同じディスクの異なるシリア

ル番号（変更済み）を報告できます。これは、たとえば特定のパスが物理的に異なるルートを通るた

め、この種のパスを別のグループに入れるのが理にかなっている場合があります。 
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Failback 

この設定では、マルチパスが障害から回復するパスグループを処理する方法を指定します。設定により、マルチパスは何もし

ないか、特定のパスグループの優先度を評価し、現在使用されているグループよりも高い優先度を持っている場合はグルー

プに切り替えます。 

 

Manual（デフォルト） この設定では、マルチパスは回復したパスグループに自動的に戻りません。 

ただし、一部のパスグループが回復し、他のすべてが失敗した場合、マルチパスは、以前は利用でき

なかったこの最後の利用可能なパスグループに切り替わります。 

この設定により転送が中断されることはありません。 

 

Immediate 障害が発生したパスグループは監視されており、マルチパスがパスグループの回復を認識するとす

ぐに有効になります。 

ただし、特定のパスグループが回復すると、マルチパスが切り替えられたパスグループよりも優先度

が高い場合にのみ有効になります。 

優先順位が同じ場合、マルチパスにはパスグループを切り替える理由がありません。 

 

Custom value パスグループの回復後、マルチパスがそれに切り替える前に経過する必要がある秒数です。 

この設定は即時に似ていますが、パスグループの切り替えが許可されるまで、指定された秒数だけ

パスグループのマルチパス待機を即座に切り替えるのではありません。 

基本的に、現在使用されているよりも優先度の高いパスグループが回復すると、マルチパスは、指定

された時間に利用可能な場合にのみ切り替えます。 

 

Follower この設定では、パスグループの最初のパスがアクティブになった場合にのみ自動フェールバックが許

可されます。 

 

Path selector  

このオプションは、アクティブパスグループ内のパス間でトラフィックを負荷分散するために使用されるアルゴリズムを指定しま

す。 

 

Round-robin（デフォルト） データはアクティブグループのすべてのパスに分割され、各パスを介して同量のデータが

送信されます。 

マルチパスは、単にデータの一部を最初のパスに送信し、次の部分を 2 番目のパスに送

信するというように続きます。 

データの各部分は同じサイズですが、ラウンドロビンアルゴリズムの重み付けバージョン

も使用される可能性があります。 

その場合、重みが大きいパスほど、転送するデータを増やすことができます。 

 

Queue-length 次のデータは、送信待ちのデータのキューが最も小さいパスを介して送信されます。 

 

Service-time 送信を待機しているデータのキューが最も小さいパスに次のデータも送信するため、キュ

ーの長さに似ています。 

ただし、送信されるデータのサイズは、特定のパスの速度に応じて選択されます。 

Path checker 

マルチパスにパスの状態を確認する方法を指示する設定。 

 

Direct I/O（デフォルト） キャッシュを使用せずにディスクの最初のセクターを読み取ります。 

 

Test Unit Ready SCSI コマンド「Test Unit Ready」を使用して、ディスクが使用可能かどうかを確認します。 

このコマンドに応答すると、デバイスはクライアントアプリケーションからアクセスできる場

合に戻ります。 

 

EMC Clariion, RDAC storage controller and HP storage array  

この設定は特定のハードウェアに固有です。 

一部のハードウェアベンダーは、カスタムパスチェッカーオプションを提供しています。 

これらのオプションは、指定されたハードウェアで使用できます。 
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Path priority routine (prio) 

この設定により、パスの優先度を取得するために使用するプログラムを選択できます。パスの優先順位は、値が高いほど高く

なります。現在アクティブなグループに障害が発生した場合、パスグループ内のパスの優先度が合計され、最も優先度の高

いグループが使用されます。 

 

1.Const（デフォルト） すべてのパスに対して同じ優先度（値 1）を生成します。基本的に、これは、より多くのパスがある場

合、パスグループがより高い優先度を持つことを意味します。 

また、この設定により、重み付きラウンドロビンアルゴリズムが使用されなくなります。 

 

2.Random  この設定は、1～10 の範囲でランダムに優先度を生成し、パスに割り当てます。 

 

3.SCSI-3 ALUA CSI-3 ALUA ステータスを使用してパス優先度が生成されます。パスの優先度は次の方法で生成さ

れます。 

3-1 ： 両方のパスがアクティブです。両方のパスの優先度が 50 に設定されています。 

 

3-2 ： 1 つのパスはアクティブで、もう 1 つは最適化されていない状態です。アクティブパスの優先度は 50、最適化

されていないパスの優先度は 10 です。 

 

3-3 ： 1 つのパスはアクティブで、もう 1 つはスタンバイ状態です。アクティブパスの優先度は 50、スタンバイパスの

優先度は 1 です。 

 

3-4 ： 1 つのパスはアクティブで、もう 1 つは使用不可状態です。アクティブパスの優先度は 50 で、使用不可パス

の優先度は 0 です。 

 

3-5 ： 1 つのパスがアクティブで、もう 1 つがオフライン状態です。アクティブパスの優先度は 50、オフラインパスの

優先度は 0 です。 

 

3-6 ： 1 つのパスはアクティブで、もう 1 つは移行状態です。アクティブパスの優先度は 50、移行パスの優先度は 0

です。 

 

4.Vendor specific settings: EMC arrays 

HP storage array 

Hitachi HDS Modular storage arrays 

NetApp arrays 

RDAC storage controller これらの設定は特定のハードウェアで使用できます。これらの設定の場合、マルチパス

はハードウェアと通信して適切なパスの優先度を生成し、より高速な転送のパスはより高

い優先度を取得する可能性が非常に高いです。 

Queue disabling (flush_on_last_del) 

このオプションは、デバイスへの最後のパスが削除されたときにキューイングを無効にします。 

 

Path retry (no_path_retry) 

このオプションは、パスに障害が発生した場合の動作を指定します。パスが失敗した場合でもデータをキューに入れるかどう

かを制御します。また、パスに失敗するまでにマルチパスがデータの送信を再試行する回数を指定することもできます。 

 

Disabled(fail)（デフォルト） パスはすぐに失敗したと見なされ、データはキューに入れられません。 

 

Infinite(queue） データは常にパスに失敗することなくキューに入れられます。 

 

Custom value パスに失敗するまでマルチパスが実行しなければならない試行回数です。 
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No. of I/O request (rr_min_io and rr_min_io_rq) 

このセクションでは、2 つの設定 rr_min_io と rr_min_io_rq について説明します。これらの設定は互いに関連しているためです。  

GUI では、これらの設定は「BIO ベースのマルチパスの I / O リクエスト数」（rr_min_io）および「リクエストベースのマルチパス

の I / O リクエスト数」（rr_min_io_rq）。 rr_min_io は、同じグループ内の次のパスに切り替える前に実行する必要がある I / O

の最小数として記述することができ、この値はブロックベースのマルチパスにのみ適用されます。 

 2 番目の設定 rr_min_io_rq は、次のパスに切り替える前にルーティングする必要がある要求の最小数です。 

この設定は、要求ベースのマルチパスにのみ適用されます。 

これらの設定を使用することにより、マルチパスが次のパスに切り替わる前に 1 つのパスを介して送信する必要があるデータ

の最小量を設定できます。 

rr_min_io_rq のデフォルト値は 1 で、rr_min_io のデフォルト値は 1000 です。 

 

Path weight 

このオプションでは、グループ内のパスに重みを割り当てるために使用する方法を選択できます。設定では 2 つの値が許可

されます。 

１． Uniform（デフォルト） すべてのパスの重みは同じです。 

 

2． Priorities 各パスの重みは、パスの優先度に rr_min_io_rq（使用する場合は rr_min_io を掛けたもの

です 

が、前のセクションで説明したとおり）で計算します。 

 

最も可能性の高いパスの重みは、アクティブパスグループの特定のパスを介して送信されるデータの量を計算する重み付き

ラウンドロビンアルゴリズムで使用されます。 

重みが大きいパスは、重みが小さいパスよりも高速であると見なされます。 

アルゴリズムは、負荷のバランスをよくするために、より多くのデータを単純にパスを介して送信します。 

均一な設定の場合、各パッチの重みが同じであるため、重み付きラウンドロビンアルゴリズムの使用は技術的に無効になっ

ています。 

優先度の場合、マルチパスが特定のパスに異なる優先度を設定した場合にのみ、重みが実際の影響を与えます。 

優先順位が同じ値の場合、各パスの重みも異なり、rr_min_io_rq はマルチパス全体にのみ設定できますが、単一パスには設

定できないためです。 

 

1-3-2.MPIO devices 

[System Settings] → [MPIO]→ [MPIO devices (backend ports  connections)]を選択します。 

 

MPIO ディスク機能は、構成されたすべての MPIO デバイスをリスト表示します。（複数のパスを介して使用可能なディスクは、

MPIO デバイスとして自動的に構成され、リスト表示されます）。 

各 MPIO デバイスについて、使用可能なパスと現在使用されているパス、および MPIO ステータスが表示されます。 

 

MPIO ステータスは、「Pending Setup(保留中のセットアップ)」、「OK」、「Unknown(不明)」の 3 種類です。 

OK MPIO デバイスが構成され、実行されています。 

 

Pending Setup  プールがエクスポート/インポートされるまで保留、または、システムが再起動されるまで保留されま

す（SAS クラスターの場合-リソース（プール）を別ノードに移動して戻す間になります）。 

 

Unknown（不明） システムに存在するがアクティブではない MPIO 構成です。  
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MPIO デバイスは選択した特定のデバイスの編集を「Edit Select」ボタンを使用します。 

 

または、「Desk details（ディスクの詳細）」、「Delete（削除）」、「Edit Disk(ディスクの編集)」、「失敗したパスを削除(Remove 

failed path)」で個別に編集できます。 

 

※2 つ以上の使用可能なパスがある MPIO デバイスを削除することはできません。そのようなデバイスを削除するには、パス

を削除（ケーブルを抜く）してから、「削除」機能を使用する必要があります。 

 

※Ethernet over Cluster の構成では SAS-MPIO は使用できません。(ver.1.0 up28r2 Release Notes) 

 

1-3-3.Available disks 

[System Settings] → [MPIO]→ [Multipath IO (MPIO) devices (backend ports connections)]を選択します。 

使用可能なディスク機能は、1 つのパスのみで接続され、MPIO デバイスの一部として構成されていないディスクをリストしま

す。この機能により、MPIO デバイスの一部として、これらのディスク（パスが 1 つ）を手動で構成できます。個々のディスクの

詳細を確認することもできます。 

 

※プールが配置されているディスクも一覧表示される場合、MPIO の構成は、プールがエクスポートされるまで保留中のセット

アップとして延期されます（プールがインポート、または、システムが再起動するまで）。 

 

※Ethernet over Cluster の構成では SAS-MPIO は使用できません。(ver.1.0 up28r2 Release Notes) 

 

※複数のパスを介して利用可能で、MPIO ディスクセクションフォームの MPIO デバイスから削除されたディスクもリストされて

います。MPIO デバイスは、複数のパスを介してシステムに接続されているすべてのディスク用であるため、システムの再起

動後に自動的に構成されます。 
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1-4.System 機能 

1-4-1.時間設定(Time Zone, Time and Date, NTP) 

[System Settings] → [System]→ [Time and Date Settings]を選択します。 

 

Time Zone は  から選択する一覧より適切な場所を選択します。 

 

 

 

Manual を選択すると、現在の日時（Current Time と Current Date）を設定できます。 

hh：mm：ss yyyy-mm-dd の形式を使用して、時刻と日付を入力します。00:00 から 23:59 の表示を使用します。 

 

Continuous NTP synchronization を選択することで、NTP サーバを入力できます。 

 

NTP サーバーから時刻と日付が取得されます。 NTP サーバーを選択してください（ネットワークタイムプロトコルの詳細につ

いては、www.ntp.org をご覧ください）。完全修飾ホスト名、または、IP アドレスが入力できます。この場合、インターネットと適

切なネットワーク設定、特にゲートウェイと DNS にアクセスできることを確認してください。 

 

NTP オプションを使用した連続調整では、ローカル時間とサーバー時間の差が変化した場合にシステム時間が監視および修

正されます。ドメインを使用する場合は、このオプションを有効にすることを特にお勧めします。 

 

複数入力の記述方法 0.pool.ntp.org,1.pool.ntp.org,2.pool.ntp.org 
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1-5.Settings management 機能 

1-5-1.設定の手動保存(Manually saved settings) 

[System Settings] → [Settings management]→ [Manually saved settings]を選択します。 

 

ZettaSuite ローカルに保存されている構成ファイルの一覧が表示されています。 

 
 

[Save current settings]をクリックすると 現在の設定が保存され一覧に追加されます。 

 

[Upload settings file] をクリックすると Upload settings file ダイアログが開き、外部にダウンロードしておいた設定ファイルを

選び ZettaSuite ローカルにアップロードすることができます。 アップロードされたファイルは一覧に追加されます。 

※ アップロード時に [Apply settings after upload]を有効にしておくと、アップロード後自動でその設定を適用できますが、 

  通常無効のままでいったん一覧に追加してから 必要に応じて改めて適用してください。 

 

一覧に表示されている設定の [Options] から その設定について 下記のように Restoer、Delete、Download を実行できま

す。 

[Restore] 選択している設定情報をシステムに適用します。 「System および Storage 設定 」と 

「Pool 設定」を個別に適用するか選択できます。 

 
※ 現在の設定を上書きしてしまいますので、障害復旧など特別な場合以外は実行しないでくださ

い。 

[Delete]: 選択している設定ファイルを削除します。 

[Download] 選択している設定を WebGUI を見ている操作している PC 上に保存します。 

 

 

1-6.Update 機能 

1-6-1.現在実行しているバージョン(Currently running version) 

[System Settings] → [Update]→ [Currently running version]を選択します。 

現在実行してる ZettaSuite の OS バージョンを確認できます。 
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システムソフトウェアを更新できます。2 種類の更新を使用できます。 

 

Full Product version update(完全な製品バージョンの更新)  iso ファイル 

 

Small Update(スモールアップデート 一部の機能の追加や修正の適用) upd ファイル 

 

Full Procut version update の手順 

[Upload update]を選択したら、ブラウズで更新ファイル(.iso ファイル)を選択します。 

[Cancel]、[Change and reboot later]、[Change and reboot now]が表示されます。 

アップデートを適用するには再起動が必要です。 

 

 

Small Update の適用手順 

Small Update は、現在実行しているバージョンに対してのみ適用されます。 

[Upload update]を選択したら、ブラウズで更新ファイルを選択します。 

[Cancel]、[Change and reboot later]、[Change and reboot now]が表示されます。アップデートを適用するには再起動が必要

です。 

 

1-6-2.選択可能なバージョン(Available versions) 

[System Settings] → [Update]→ [Available version]を選択します。 

この機能により、ブートするバージョンをリストから選択できます。 

 

(running)の記載されたバージョンが実行中を示します。 

バージョンにツリー表示される表記は Small Udate を示します。 

(running)の表記の無いバージョンは非実行中のバージョンを示します。 
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[Options]ドロップダウンメニューから次を選択できます。 

実行中のバージョンでは、[Release notes]が選択できます。 

SmallUpdate では、[Release notes]と[Delete]が選択できます。 

非実行中のバージョンでは、[Release notes]、[delete]、[Change version]が選択できます。 

 

[Relese note]はリリースノートの表示機能です。 

[Delete]は、選択すると Small Update 機能を削除できます（再起動が必要）。非実行中のバージョンを削除できます。 

[Change version]は、選択したビルドが次回起動するデフォルトのビルドになります。 

 

バージョンの変更 

[Change version]選択すると、[Cancel]、[Change and reboot later]、[Change and reboot now]が表示されます。バージョンの

変更を適用するには再起動が必要です。 
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